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お い ら せ広 報

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌

緊急リポート「東北地方太平洋沖地震」

2011.03.11Emergency
Photograph

Report

東北地方太平洋沖地震は３月 11 日、
マグニチュード 9.0 を記録し、大津波
を引き起こした。夜の避難所で、上野
姫奈ちゃん（７つ）に水を飲ませる祖
母の立花彰子さん＝深沢＝（深沢地区
コミュニティーセンターで撮影）

大丈夫だからね
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お い ら せ広 報

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌

Public Relations OIRASE No.74

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれる町」
の情報誌・広報おいらせ 4 月号の印
刷経費は１冊あたり約 53 円です
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下田公園

サクラ

イチョウ

ハクチョウ

４月下旬―下田公園は 600 本余りものソメイヨシノの花が咲
き乱れる。日中はもちろん、ライトアップされた夜桜の美しさも必
見だ。星空とともに、艶やかな春の美を楽しんではいかが。

まちの人口（３月１日現在）

人口 前月比
男性 12,194 ⬇   6

女性 12,950 ⇧   8

合計 25,144 ⇧   2

世帯 9,384 ⇧ 23

Oirase Town

面積 71.88km2

長さ
南北 10.3km

東西 10.1km

標高 最高点 60.9m

おいらせ自慢の風景

町の花木鳥 町章

町のイメージキャラクター

File_01

Oirase's Flower & Tree & Bard Oirase's Symbol

Oirase's Image Character

Cherry Blossoms

Maidenhair Tree

Swan

町名そのものをデザイン化
した町のシンボル。▶緑
色は豊かな自然環境と田
園定住都市▶青色は奥入
瀬川と太平洋▶赤色は住
民の活力―を表している。

名前は「おいらくん」。丸
みのある顔は OIRASE の

頭文字「O」と町民の和、
胴体は命の源である水の

しずくを表現し、キャラク

ター化した。

緊急リポート「東北地方太平洋沖地震」

2011.03.11Emergency
Photograph

Report

2011 年 3 月 11 日、14 時 46 分―
おいらせの大地が大きく揺れ動いた。
太平洋の荒波が生活を飲み込んだ。
しかし人々は立ち上がり、動き出した。
復興できる。おいらせは必ず復興できる―

▲二川目郵便局北側を流れる二の川付近。大津波が去った後、水路には山のようながれきが大量に残されていた。

Oirase Front Page 
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絶句―
沿岸沿いに大きな爪あとが残された

2011 年３月 11 日、14 時 46 分頃―大地が
大きく揺れた。宮城県沖で発生した「東北
地方太平洋沖地震」の揺れが伝わってきた
のだ。マグニチュード 9.0 は日本の地震観
測が始まって以来最大だ。本町は震度５強
を記録したが、これで終わりではなかった。
太平洋沿岸に大津波警報が発令されたの
だ。同日 16 時過ぎ、大津波の第１波は沿
岸沿いに到達、その後も断続的に襲来した。
本町は幸い犠牲者はなかったが、沿岸の集
落は家屋倒壊など、甚大な被害を受けた。

◦ おいらせ町

▼
▼
▼

太平洋

二川目

一川目

横道

川口

1大津波発生後翌日、標高約 50 メートルの明神山公園から川口地区を望
　む。屋根や大型車両などはいとも簡単に流されてしまっている。
2奥入瀬川河口に近い川口地区は、今回の大津波でもっとも大きな被害
　を受けた。家屋のほとんどは倒壊したり、床上浸水の状態だった。
3防波堤から川口地区を望む。防波堤のコンクリートをはぎ落とすほど、
　津波は猛烈なエネルギーで集落を襲った。
4一川目地区で撮影。家の要である柱、冷蔵庫などの生活用品、ドラム
　缶が無残に畑に散らばる。
5二川目地区にある二の川水門。鋼鉄製の施設がいとも簡単になぎ倒さ
　れた。水門下部から屋根までの高さは５メートル近くもある。

M9.0

1

2345

深沢
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No. 避難所 最大避難者数 状況
❶ 明神山コミュニティー防災センター 310　　 継続中
❷ 深沢地区コミュニティーセンター 50　　 3.14 閉鎖
❸ 一川目地区生活会館 60　　 3.14 閉鎖
❹ 二川目地区生活会館 136　　 継続中
❺ 甲洋小学校 22　　 3.12 閉鎖
❻ みなくる館 127　　 3.14 閉鎖
❼ 町民交流館 70　　 3.13 閉鎖
❽ いちょう公園体育館 150　　 3.12 閉鎖
❾ 東公民館 40　　 3.13 閉鎖
❿ 百石小学校 15　　 3.12 閉鎖
⓫ おいらせ町分庁舎 40　　 3.12 閉鎖

耐え忍ぶ―
大津波の被害から逃れるため、避難所には多くの人々が訪
れ、数日間に及ぶ生活を余儀なくされた。物資が次々と運
び込まれたが、電気のない生活に不便を強いられた。人々
は身を寄せ合い、互いに助け合い、不安な日々を過ごした。

1役場本庁舎には災害対策本部が設置された。食糧、飲み物や生
　活物資などが運ばれ、それぞれの避難所へ配給された。
2救援物資を車に積み込む町職員ら。
3避難所で避難者名簿を作成する町職員。知人、家族と連絡を取
　り合えない人も多くいた（みなくる館避難所で撮影）。
4炊き出しをする深沢町内会自主防災部のメンバーら。自主防災
　訓練で培ったノウハウ、普段からの備えが大きな力になった。
5地震発生後、しばらくの間は電話がつながりにくく、情報取得
　に大きな支障が出た（町民交流館避難所で撮影）。
6地震発生後２日間、町内全域で電気が使えなくなった。発電機
　で電気をまかなうが、次第にガソリンなど燃料の不足が問題に
　なった（深沢地区コミュニティーセンター避難所で撮影）。
7大勢の避難者が集まった深沢地区コミュニティーセンター避難
　所。避難２日目で早くも疲れた表情がうかがえる。

避難状況（2011.3.18 現在）

123

56

4
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復
興
へ

1被災から２日後、復旧作業が本格的に
　始まった。地域の建設業者が重機を操
　作し、がれきを取り除く。
2町災害対策本部は消防署、消防団や自
　衛隊などと連携し、対策を講じた。情
　報収集に務め、町民へ情報を提供し続
　けた。
34自分たちの家へ戻り、家財を整理す
　る人々
5被災後はガソリン、重油や軽油などの
　燃料が不足している。食糧や生活用品
　などの補給も厳しい

最
初
の
大
き
な
揺
れ
の
後
も
、
頻
繁
に
余
震
は
訪
れ
た
。
避
難
指
示
、

避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
。
よ
う
や
く
落
ち
着
い
た
の
は
被
災
か
ら
２
日

後
。
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
▼
川
口
▼
一
川
目
▼
二
川
目

―
な

ど
の
沿
岸
部
だ
っ
た
。
無
残
に
散
ら
ば
る
が
れ
き
の
山
、
鼻
を
つ
く
よ

う
な
悪
臭
に
立
ち
向
か
い
、
少
し
で
も
日
常
に
戻
ろ
う
と
人
々
は
動
き

出
し
た
。
町
は
復
興
に
向
か
っ
て
い
る
。
必
ず
や
復
興
で
き
る

―

1

2345

少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
前
へ
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1避難所で自ら机を並べ、勉強する中学生たち。洗濯などの作業も進ん
　で行い、避難所生活を力強く支えた（明神山コミュニティー防災セン
　ターで撮影）。
2町保健師から血圧を測定してもらう避難者。慣れない避難生活が長引
　くと、体や気持ちに大きな負担が掛かってくるといわれている。
3避難所の明神山コミュニティー防災センター、二川目地区生活会館の
　２施設で開かれた相談会。今後の生活に関する悩みなどが数多く寄せ
　られた。
4小向八十見（やそみ）さん＝川口＝は「津波で命を失うところだった。
　助かって本当に良かった」と安堵の表情を見せた。
5避難者と共に、町職員も避難所で夜を過ごした。当番を交代するとき
　の引継ぎは欠かせない。
6震災で発生したがれきの処理方法、ごみの出し方などを避難者へ説明
　する町職員ら。

1

234

5

6
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が
ん
ば
ろ
う

お
い
ら
せ
。

が
ん
ば
ろ
う

ニ
ッ
ポ
ン
。

大
地
が
大
き
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
、

大
波
に
襲
わ
れ
た
３
月
11
日
深
夜
―

お
い
ら
せ
の
天
空
に
広
が
っ
た
の
は

ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
星
空
だ
っ
た
。

い
く
つ
も
の
星
た
ち
の
輝
き
は

こ
の
震
災
で
失
わ
れ
た
尊
い
命
を

静
か
に
と
む
ら
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

大
地
震
は
去
っ
て
い
っ
た
。

大
津
波
は
去
っ
て
い
っ
た
。

こ
れ
か
ら
団
結
し
復
興
へ向
か
う
。

幸
せ
を
目
指
し
前
へ前
へ進
む
。

が
ん
ば
ろ
う
。
が
ん
ば
ろ
う
。

３月 11 日深夜、避難所の深沢地区コミュニティーセンターで撮影。停電で街明かりのない夜、夏の星座たちが美しく輝いていた

OIRASE     2011.4OIRASE     2011.4 1213
Public Relations Public Relations



OIRASE     2011.4 14
Public Relations

OIRASE     2011.415
Public Relations

　

災
害
に
よ
り
負
傷
、
住
居
な
ど
の
損

害
を
受
け
た
人
に
対
し
、
再
建
に
必
要

な
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。
貸
付
利
率

は
年
３
％
で
、
据
置
期
間
中
は
無
利
子

で
す
。
た
だ
し
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
限
度
額

　

□
世
帯
主
に
１
カ
月
以
上
の
負
傷
が

　
　

あ
る
場
合

　
　

①
当
該
負
傷
だ
け
／
１
５
０
万
円

　
　

②
家
財
の
３
分
の
１
以
上
の
損
害

　
　
　

／
２
５
０
万
円

　
　

③
住
居
半
壊
／
２
７
０
万
円

　
　

④
住
居
全
壊
／
３
５
０
万
円

　

□
世
帯
主
に
１
カ
月
以
上
の
負
傷
が

　
　

な
い
場
合

　
　

①
家
財
の
３
分
の
１
以
上
の
損
害

　
　
　

／
１
５
０
万
円

　
　

②
住
居
半
壊
／
１
７
０
万
円

　
　

③
住
居
全
壊
／
２
５
０
万
円

　
　

④
住
居
全
体
の
滅
失
ま
た
は
流
出

　
　

／
３
５
０
万
円

●
据
置
期
間　

３
年
以
内
（
特
別
の
場

　

合
は
５
年
）

●
償
還
期
間　

10
年
以
内

●
対
象

　

①
世
帯
主
が
災
害
で
負
傷
し
、
療
養

　
　

に
掛
か
る
期
間
が
１
カ
月
以
上

　

②
家
財
の
３
分
の
１
以
上
の
損
害

　

③
住
居
半
壊
ま
た
は
全
壊
、
流
出

●
問
い
合
わ
せ　

介
護
福
祉
課

　

☎
０
１
７
８
�
４
７
０
５

　

銀
行
な
ど
か
ら
の
借
り
入
れ
が
難
し

い
低
所
得
世
帯
、
障
害
者
や
要
介
護
者

が
い
る
世
帯
が
対
象
で
す
。
▼
災
害
で

必
要
な
経
費
の
貸
し
付
け
「
福
祉
費
」

▼
緊
急
に
必
要
な
経
費
の
貸
し
付
け

「
緊
急
小
口
資
金
」
―
が
あ
り
ま
す
。

●
福
祉
費

　

□
貸
付
限
度
額　

１
５
０
万
円
程
度

　

□
償
還
期
間　

７
年
以
内

●
緊
急
小
口
資
金

　

□
貸
付
限
度
額　

10
万
円

　

□
償
還
期
間　

８
ヵ
月
以
内

●
問
い
合
わ
せ　

介
護
福
祉
課

　

☎
０
１
７
８
�
４
７
０
５

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
１
７
８
�
７
０
６
６

　

災
害
で
教
科
書
な
ど
の
学
用
品
を
失

っ
た
児
童
、
生
徒
に
対
し
、
現
物
を
支

給
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

学
務
課

　

☎
０
１
７
８
�
４
２
５
８

　

被
災
し
た
納
税
者
の
▼
個
人
住
民
税

▼
固
定
資
産
税
▼
国
民
健
康
保
険
税
▼

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
▼
介
護
保
険

料
―
は
、
減
免
措
置
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

☎
０
１
７
８
�
４
７
０
４

　

被
災
者
の
日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
）
放
送
受
信
料
は
、
一
定
期
間
の
免

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調
査

後
、
免
除
の
対
象
者
を
確
定
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
森
放
送
局

　

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
・
０
７
７
０
７
７

　

被
災
者
は
▼
公
共
料
金
▼
施
設
使
用

料
▼
保
育
料
▼
電
気
料
金
▼
ガ
ス
料
金

▼
電
話
料
金
―
な
ど
が
免
除
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

生
活
福
祉
資
金
制
度
に
よ
る
貸
付

放
送
受
信
料
の
免
除

災
害
援
護
資
金

教
科
書
な
ど
の
無
償
給
与

町
税
と
保
険
料
の
減
免

被災者へ支援
2011.03.11―東北地方太平洋沖地震

東北地方沿岸を中心に甚大な被害を及ぼした東
北地方太平洋沖地震を受け、国は災害救助法を
適用し、大規模な支援措置を講じます。住宅再建、
税や公共料金の猶予などが主な内容です。この
ほかにもさまざまな支援制度があります。詳し
いことは問い合わせてください。

問町災害対策本部（総務課内）　☎ 0178 � 2166

公
共
料
金
な
ど
の
特
別
措
置
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住
宅
な
ど
の
生
活
基
盤
に
大
き
な
被

害
を
受
け
た
被
災
者
に
対
し
、
支
給
さ

れ
る
支
援
金
で
す
。
住
宅
が
全
壊
、
大

規
模
半
壊
し
た
人
が
対
象
で
す
。

　

支
給
額
は
▼
基
礎
支
援
金
▼
加
算
支

援
金
―
を
合
計
し
た
額
で
す
。
１
人
世

帯
の
場
合
、
支
給
額
は
４
分
の
３
で
す
。

詳
し
い
内
容
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
支
援
金
額

　

□
基
礎
支
援
金

　
　

①
全
壊
／
１
０
０
万
円

　
　

②
大
規
模
半
壊
／
50
万
円

　

□
加
算
支
援
金

　
　

①
建
設
・
購
入
／
２
０
０
万
円

　
　

②
補
修
／
１
０
０
万
円

　
　

③
公
営
住
宅
以
外
の
賃
借
／
50
万

　
　
　

円

●
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

☎
０
１
７
８
�
２
１
６
６

　

独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構

（
以
下
「
支
援
機
構
」）
が
指
定
す
る
災

害
で
被
害
を
受
け
た
人
が
、
住
宅
を
建

設
す
る
場
合
に
受
け
ら
れ
ま
す
。
支
援

機
構
の
基
準
を
満
た
す
人
が
対
象
で
す
。

詳
し
い
内
容
は
支
援
機
構
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
基
本
融
資
限
度
額
と
返
済
期
間

　

①
耐
火
住
宅
・
準
耐
火
住
宅
・
耐
久

　
　

性
木
造
住
宅
／
１
，
４
６
０
万
円

　
　
（
35
年
）

　

②
一
般
木
造
住
宅
／
１
，
４
０
０
万

　
　

円
（
25
年
）

　

③
特
例
加
算
（
一
般
分
）
／
４
５
０

　
　

万
円
（
返
済
期
間
は
前
述
同
様
）

　

④
土
地
取
得
費
／
９
７
０
万
円
（
返

　
　

済
期
間
は
前
述
同
様
）

　

⑤
整
地
費
／
３
８
０
万
円
（
返
済
期

　
　

間
は
前
述
同
様
）

●
問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人
住
宅

　

金
融
支
援
機
構
・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
・
０
８
６
０
・
３
５

　

http://w
w

w.jhf.go.jp/index.htm
l

　
（
携
帯
か
ら
も
検
索
・
ア
ク
セ
ス
可
）

　

支
援
機
構
が
指
定
す
る
災
害
で
被
害

を
受
け
た
人
が
、
住
宅
を
補
修
す
る
場

合
に
受
け
ら
れ
る
融
資
で
す
。
詳
し
い

内
容
は
支
援
機
構
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

●
補
修
資
金
融
資
限
度
額

　

①
耐
火
住
宅
・
準
耐
火
住
宅
／

　
　

６
４
０
万
円

　

②
木
造
住
宅
／
５
９
０
万
円

　

③
整
地
費
・
移
転
費　

３
８
０
万
円

●
返
済
期
間　

20
年

●
問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人
住
宅

　

金
融
支
援
機
構
・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
・
０
８
６
０
・
３
５

　

http://w
w

w.jhf.go.jp/index.htm
l

　
（
携
帯
か
ら
も
検
索
・
ア
ク
セ
ス
可
）

　

災
害
で
被
害
を
受
け
た
住
宅
の
▼
補

修
▼
保
全
▼
増
築
▼
改
築
―
な
ど
に
必

要
な
経
費
を
貸
し
付
け
ま
す
。
対
象
は

低
所
得
世
帯
、
障
害
者
世
帯
、
高
齢
者

世
帯
な
ど
で
す
。

●
貸
付
限
度
額　

２
５
０
万
円

●
償
還
期
間　

７
年
以
内

●
問
い
合
わ
せ　

介
護
福
祉
課

　

☎
０
１
７
８
�
４
７
０
５

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
１
７
８
�
７
０
６
６

　

災
害
で
半
壊
し
た
住
宅
を
修
理
す
る

こ
と
が
難
し
い
人
に
対
し
、
住
宅
の
▼

居
室
▼
台
所
▼
ト
イ
レ
―
な
ど
、
日
常

生
活
に
最
低
限
必
要
な
部
分
を
応
急
処

置
し
ま
す
。

●
対
象

　

①
住
宅
が
半
壊
、
半
焼
し
た
人

　

②
応
急
仮
設
住
宅
な
ど
に
入
居
し
て

　
　

い
な
い
人

　

③
自
力
で
補
修
す
る
資
金
が
な
い
人

●
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

☎
０
１
７
８
�
２
１
６
６

　

災
害
で
被
害
を
受
け
た
農
林
漁
業

者
な
ど
に
対
す
る
、
低
利
の
融
資
で
す
。

融
資
を
受
け
ら
れ
る
基
準
な
ど
、
詳
し

い
こ
と
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
貸
付
利
率
と
償
還
期
限

　

①
損
失
額
10
％
以
上
30
％
未
満
の
農

　
　

林
漁
業
者
利
率
６
・
５
％
（
３
〜

　
　

５
年
以
内
）

　

②
損
失
額
30
％
以
上
の
農
林
漁
業
者

　
　

利
率
５
・
５
％
以
内
（
５
〜
６
年

　
　

以
内
）

　

③
特
別
被
害
農
林
漁
業
者　

利
率
３

　
　

％
以
内
（
６
年
以
内
）

●
融
資
の
主
な
内
容

 　

①
一
般
農
業
者
／「
損
失
額
の
45
％
」

　
　

ま
た
は
「
２
０
０
万
円
（
法
人
は

　
　

２
，
０
０
０
万
円
）」
の
い
ず
れ
か

　
　

低
い
額

　

②
家
畜
飼
養
者
・
果
樹
栽
培
者
／
「
損

　
　

失
額
の
55
％
」
ま
た
は「
５
０
０
万

　
　

円
（
法
人
は
２
，
５
０
０
万
円
）」

　
　

の
い
ず
れ
か
低
い
額

　

③
漁
具
購
入
資
金
／
「
損
失
額
の
80

　
　

％
」
ま
た
は「
５
，０
０
０
万
円（
法

　
　

人
も
同
額
）」
の
い
ず
れ
か
低
い
額

　

④
漁
船
建
造
・
取
得
、
水
産
物
養
殖

　
　

資
金
／
「
損
失
額
の
80
％
」
ま　

　
　

た
は
５
０
０
万
円
（
法
人
は
２
，

　
　

５
０
０
万
円
）」
の
い
ず
れ
か
低
い

　
　

額

　

⑤
一
般
漁
業
者
／
「
損
失
額
の
50
％
」

　
　

ま
た
は
「
２
０
０
万
円
（
法
人
は

　
　

２
，
０
０
０
万
）」
の
い
ず
れ
か
低

　
　

い
額

●
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課

　

☎
０
１
７
８
�
４
２
７
９

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

災
害
復
旧
住
宅
融
資
（
建
設
）

災
害
復
旧
住
宅
融
資
（
補
修
）

生
活
福
祉
資
金
制
度
に
よ
る
貸
付

天
災
融
資
制
度

住
宅
の
応
急
修
理
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
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❖
木
村
民
二
（
78
・
一
川
目
）

　
　

33
年
間
百
石
町
漁
業
協
同
組
合
理

　

事
を
務
め
、
う
ち
15
年
余
り
、
代
表

　

理
事
組
合
長
と
し
て
重
責
を
担
い
、

　

町
の
経
済
、
産
業
の
発
展
に
貢
献
し

　

ま
し
た
。

❖
柏
﨑
利
信
（
59
・
木
内
々
）

　
　

16
年
間
町
議
会
議
員
と
し
て
在
職

　

し
、
町
議
会
副
議
長
を
務
め
る
な
ど
、

　

地
方
自
治
の
振
興
発
展
、
住
民
福
祉

　

の
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。

❖
磯
沼
寛
二
（
74
・
本
村
）

　
　

19
年
以
上
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

　

員
を
務
め
、
う
ち
15
年
余
り
、
委
員

　

長
と
し
て
重
責
を
担
っ
て
い
ま
す
。
公

　

正
な
選
挙
の
管
理
執
行
、
明
る
く
正

　

し
い
選
挙
の
推
進
に
尽
力
し
、
地
方

　

自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

❖
袴
田
邦
彦
（
64
・
間
木
）

　
　

40
年
以
上
町
消
防
団
員
を
務
め
、

　

う
ち
10
年
間
、
団
長
と
し
て
重
責
を

　

担
い
ま
し
た
。
災
害
予
防
、
対
策
に

　

尽
力
し
、
地
域
の
安
全
確
保
、
民
生

　

の
安
定
に
貢
献
し
ま
し
た
。

❖
工
藤
長
二
（
74
・
一
川
目
）

❖
松
林
政
雄
（
70
・
一
川
目
）

　
　

20
年
以
上
町
農
業
委
員
を
務
め
、

　

農
業
経
営
の
合
理
化
を
図
り
、
農
業

　

生
産
の
向
上
、推
進
に
貢
献
し
ま
し
た
。

❖
川
口
勉
（
46
・
藤
ヶ
森
）

❖
沼
端
豊
（
48
・
日
ヶ
久
保
）

　
　

25
年
以
上
町
消
防
団
員
を
務
め
、

　

地
域
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た

　

め
、
火
災
や
風
水
害
対
策
に
尽
力
し
、

　

防
災
活
動
に
貢
献
し
ま
し
た
。

❖
久
慈
健
蔵
（
62
・
若
葉
）

❖
小
松
英
明
（
62
・
木
ノ
下
）

　
　

22
年
春
の
第
14
回
危
険
業
務
従
事

　

者
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章
（
防
衛
功
労
）

　

を
受
章
し
ま
し
た
。

❖
伊
藤
政
男
（
83
・
三
田
）

　
　

22
年
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章　

　
（
鉄
道
業
務
功
労
）
を
受
章
し
ま
し
た
。

❖
甲
田
範
男
（
65
・
有
楽
町
）

　
　

22
年
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章　

　
（
郵
便
業
務
功
労
）
を
受
章
し
ま
し
た
。

❖
佐
々
木
勇
光
（
61
・
若
葉
）

❖
和
田
信
幸
（
61
・
青
葉
）

　
　

22
年
秋
の
第
15
回
危
険
業
務
従
事

　

者
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
（
防
衛
功
労
）

　

を
受
章
し
ま
し
た
。

❖
佐
藤
忠
弘
（
64
・
洋
光
台
）

❖
深
澤
光
良
（
61
・
深
沢
）

❖
宮
崎
至
誠
（
61
・
緑
ヶ
丘
）

　
　

22
年
秋
の
第
15
回
危
険
業
務
従
事

　

者
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章
（
防
衛
功
労
）

　

を
受
章
し
ま
し
た
。

❖
小
向
弘
太
郎
（
88
・
七
軒
町
）

　
　

22
年
高
齢
者
叙
勲
で
旭
日
単
光
章

　
（
地
方
自
治
功
労
）
を
受
章
し
ま
し
た
。

❖
立
花
國
雄
（
61
・
一
川
目
）

　
　

22
年
秋
の
褒
章
で
藍
綬
褒
章　
　

　
（
消
防
功
績
）
を
受
章
し
ま
し
た
。

❖
松
林
雅
代
（
64
・
緑
ヶ
丘
）

　
　

22
年
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章　

　
（
児
童
福
祉
功
労
）
を
受
章
し
ま
し
た
。

❖
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
パ
オ

　
　

10
年
に
わ
た
り
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　

の
会
費
な
ど
の
一
部
を
町
奨
学
資
金

　

と
し
て
寄
付
し
ま
し
た
。

✿
袴
田
義
司
（
75
・
上
新
町
）

　
　

川
柳
の
普
及
、
指
導
に
尽
力
し
ま

　

し
た
。
全
国
川
柳
大
会
に
入
選
す
る

　

な
ど
、
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

✿
鈴
木
和
佐
（
84
・
上
新
町
）

　
　

書
道
教
育
の
発
展
に
尽
力
し
ま
し

　

た
。

✿
袴
田
仁
太
郎
（
97
・
明
神
下
）

　
　

郷
土
芸
能
「
土
鼻
鶏
舞
」
の
普
及

　

奨
励
に
尽
力
し
ま
し
た
。

✿
堤
利
明
（
59
・
本
村
）

✿
種
市
修
一
（
60
・
本
村
）

　
　

郷
土
芸
能
「
本
村
獅
子
舞
」「
本

　

村
鶏
舞
」
の
保
存
普
及
、
後
継
者
育

　

成
に
尽
力
し
ま
し
た
。

✿
柏
崎
勲
（
63
・
川
口
）

　
　

歌
謡
で
北
奥
羽
大
会
な
ど
で
優
勝

　

し
ま
し
た
。
施
設
慰
問
な
ど
も
積
極

　

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

✿
千
田
基
栄
（
82
・
住
吉
）

　
　

日
美
絵
画
展
に
２
年
連
続
入
選
し

　

ま
し
た
。
作
品
は
新
国
立
美
術
館
に

　

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

✿
馬
場
友
未
（
18
・
木
ノ
下
）

　
　

22
年
３
月
、「
第
20
回
公
募
日
本

　

習
字
展
」
で
理
事
長
賞
を
受
賞
し
ま

　

し
た
。

✿
原
美
咲
（
17
・
木
ノ
下
）

　
　

22
年
12
月
、「
第
25
回
全
国
高
等

　

学
校
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
短
歌
部
門
」
で

　

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

✿
中
村
圭
太
郎
（
18
・
青
葉
）

　
　

22
年
10
月
、「
日
本
学
校
農
業
ク

　

ラ
ブ
連
盟
農
業
鑑
定
協
議
会
」
で
優

　

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

✿
吉
村
美
咲
（
18
・
二
川
目
）

　
　

22
年
２
月
、「
第
55
回
全
日
本
学

　

生
美
術
展
」
で
推
奨
を
受
賞
し
ま
し

　

た
。

✿
山
本
直
子
（
18
・
緑
ヶ
丘
）

✿
佐
々
木
真
央
（
18
・
若
葉
）

✿
橋
本
知
佳
（
18
・
緑
ヶ
丘
）

✿
新
堂
眞
子
（
18
・
鶉
久
保
）

✿
村
田
弥
生
（
18
・
本
村
）

✿
松
田
実
樹
（
18
・
芦
野
）

✿
中
村
英
利
香
（
18
・
三
本
木
）

✿
中
村
瑠
美
子
（
18
・
木
内
々
）

✿
柏
﨑
嵩
徳
（
17
・
木
内
々
）

✿
馬
場
優
希
奈
（
17
・
秋
堂
）

✿
松
川
孟
司
（
17
・
豊
原
）

✿
馬
場
和
希
（
17
・
木
ノ
下
）

✿
岩
城
沙
耶
（
17
・
阿
光
坊
）

✿
大
沼
由
季
（
17
・
鶉
久
保
）

✿
岩
城
殉
（
17
・
阿
光
坊
）

✿
日
ヶ
久
保
遥
（
17
・
日
ヶ
久
保
）

✿
小
向
美
加
子
（
17
・
堀
切
川
）

✿
細
川
瑛
莉
（
17
・
木
ノ
下
）

　
　
「
第
39
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト

　

ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大
会
（
22
年
11

　

月
）」
で
金
賞
、「
第
38
回
全
国
大
会

　
（
23
年
１
月
）」
で
銀
賞
を
受
賞
し
ま

　

し
た
。

お
い
ら
せ
町
表
彰

町
文
化
に
関
す
る
表
彰

特
別
功
労
表
彰
（
１
人
）

功
労
表
彰
（
５
人
）

善
行
表
彰
（
２
人
）

感
謝
状
（
１
人
）

顕
彰
（
12
人
）

文
化
功
労
賞
（
５
人
）

文
化
奨
励
賞
（
２
人
）

文
化
教
育
奨
励
賞（
22
人
）



「町表彰・文化に関する表彰式」は３月
１日、みなくる館で開かれ、49 人と１
団体が表彰されました。この表彰は町
の自治、経済、福祉や教育など、さまざ
まな分野で活躍し、大きく貢献した人
をたたえるものです。受賞者は受賞を
喜び、新たな飛躍を力強く誓いました。

高みを目指し
― 町表彰・文化に関する表彰式 ―

新たな飛躍誓う

❶文化功労賞を受賞した袴田義司さん（写真右）。「芸術文化にゴールはない。さらに川柳に磨きを掛
けたい」と意気込む　❷「受賞は周りの支えがあってこそ。深く感謝している」。受賞者を代表し謝辞
を述べた磯沼寛二さん　❸式典後の会食はなごやかな雰囲気

❶❷❸
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■本展示（前年度ベストリーダー）
　一般◉ 22 年度貸出ランキング上位の図書を、一般と
　　児童に分けて展示します。
■読み聞かせ会
　４月９日㊏、23 日㊏　14 時から
■幼児のための読み聞かせ＆布絵本で遊ぶ会
　４月 21 日㊍　10 時半から
■４月の休館日
　４日㊊、11 日㊊、18 日㊊、25 日㊊

おいらせアーカイブス　File_038

砥
と

石
い し

入れ
［民具ふれあい館所蔵］

　

今
で
は
ウ
マ
を
飼
う
農
家

は
少
な
く
な
っ
た
。
し
か
し

昔
は
、
ウ
マ
に
飼
料
と
し
て

与
え
る
草
の
朝
刈
り
が
日
課

だ
っ
た
。
初
夏
か
ら
夏
の
熱

い
盛
り
は
、
草
の
生
長
も
早

い
。「
天
気
の
良
い
日
中
は
刈

る
人
も
倒
れ
（
暑
く
て
疲
れ

る
）」「
朝
露
や
雨
の
掛
か
っ

た
青
草
は
刃
が
当
た
る
（
鎌

が
良
く
切
れ
る
）」
と
い
っ

て
、
朝
飯
前
に
作
業
に
出
か

け
た
。

　

当
地
方
の
草
刈
り
鎌
は
内

反
り
し
た
片
刃
の
半
月
型

で
、
刃
の
部
分
と
木
製
の
柄

を
ほ
ぼ
直
角
に
連
結
し
て
あ

る
。
刃
と
タ
マ
ク
ラ
（
口
金
）

は
購
入
し
、
柄
は
自
分
で
作
っ

た
。
鎌
の
刃
は
切
れ
味
が
良
く
、

丈
夫
で
長
持
ち
す
る
も
の
が
良

い
。

　

青
草
を
刈
り
続
け
る
と
、
切

れ
味
は
悪
く
な
り
作
業
は
は
か

ど
ら
な
い
。
刈
り
手
も
疲
れ
や

す
く
な
る
。
そ
こ
で
草
刈
り
に

は
小
さ
な
砥
石
を
数
個
入
れ
た

砥
石
入
れ
を
持
参
し
た
。
砥
石

を
手
に
し
て
刃
先
に
当
て
、
砥

石
を
動
か
し
て
刃
を
鋭
利
に
研

い
だ
。
砥
石
入
れ
は
、
ヤ
マ
ブ

ド
ウ
の
蔓つ

る

皮
を
自
分
で
編
ん
で

作
っ
た
。

　

町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
庭
俊
美

O

O

irase-library event information

irase new-book's information
図書館／新着図書

図書館の行事

問町立図書館　☎ 0178 � 3900

図書館おすすめの本を紹介します。

やり場のない心を抱えた子どもたちが始めた、ヤドカ
リを神様に見立てる儀式―やがてねじれた祈りは大
人たちに、子どもたち自身に、不穏なはさみを振り上
げる。第 144 回直木賞受賞作品。　　  　［町立図書館］

明治維新から 10 年―御家人の次男坊だった定九郎
は、出身を隠し遊郭で働く。変わりゆく時代に翻ろう
されながら、谷底で生きる男と女を描く。第 144 回直
木賞受賞作品。　　　　　　　　　　  　［町立図書館］

友も女もいない 19 歳の貫太。コップ酒を心の慰めに、
その日暮らしの港湾労働で生計を立てる。ある日生活
に変化が訪れた。こんな生活は、いったいいつまで続
くのか―。第 144 回芥川賞受賞作品　  ［町立図書館］

電子書籍の衝撃（佐々木俊尚）、「激安」のからくり（金
子哲雄）、またあなたから買いたい！（斎藤泉）、図説悪
人辞典（六平十司）、藤原さんちの毎日ごはん（みきママ）、
毎日かあさん７（西原理恵子）　ほか

永遠子は夢を見る。貴子は夢を見ない。葉山の別荘で
幼い日を共に過ごした２人。ある夏、突然断ち切られ
た２人の親密な時間が、別荘の解体を前に再び流れ始
める―。第 144 回芥川賞受賞作品。　　  ［町立図書館］

元官僚の著者だからこそ書ける、教科書では教えない
省庁の現場―公務員の仕事から、各省庁の仕組みや
仕事までを分かりやすく図解で説明する。短い時間で
日本の政治や社会が分かる入門書　　　  ［町立図書館］

月と蟹

漂砂のうたう

きことわ

よくわかる省庁のしくみ

苦役列車

道尾秀介 著

木内昇 著

西村賢太 著

朝吹真理子 著

林雄介 著

ほかにも新着を取りそろえています

一般書

一般書

一般書

一般書

一般書

File

6

Oirase Sports Association体育協会加盟団体

ソフトボール協会

　草野球を楽しんでいるメンバーが集まっ
ています。年齢、出身を問わず仲が良く、
和気あいあいとプレーを楽しんでいます。
　２年前の県民体育大会では３位に入賞す
　　　　　　　るなど、実力も十分です。
　　　　　　　ソフトボールには野球と違
　　　　　　　う楽しさもあります。興味
　　　　　　　のある人は気軽に問い合わ
　　　　　　　せてください。年会費は　
　　　　　　　　１人 2,000 円です

（小向憲郎会長、会員 30 人）

●問い合わせ　ソフトボール協会事務局
　西舘憲　☎ 0178 � 4703　（町税務課勤務）

い ょ マ ソ 大ち う ラ ン 会

問いちょうマラソン大会実行委員会
　（スポーツ振興課内）　☎ 0178 � 4259

参加者を募集します

●月日　６月 26 日㊐
●日程　８時／受け付け
　　　　９時／開会式
　　　　10 時／開始
●場所　いちょう公園体育館
●コース　いちょう公園、洋光台周辺
●コード（年齢は大会当日時点のもの）

●参加資格　健康に自信があり、決めら
　れた距離を完走できる人
●参加料　高校生以下／ 1,500 円
　　　　　一般／ 2,000 円
●申込方法　５月 13 日㊎までに、次のい
　ずれかの方法で申し込んでください。
　申し込みに掛かる手数料などは各自で
　負担してください。当日の申し込みは
　不可。
　①郵便局で申し込み／所定の払込用紙
　　に必要事項を記入、押印し、参加料
　　と共に申し込んでください。パンフ
　　レットは役場や公共機関などに置い
　　ています。
　②ランテスで申し込み／次のアドレス
　　へパソコンか携帯電話でアクセスし、
　　申し込んでください。
　　　http://runnet.jp/

距離 コード 種別

10km

A 高校・一般男子（39 歳以下）
B 一般男子（40 ～ 49 歳）
C 一般男子（50 ～ 59 歳）
D 一般男子（60 歳以上）
E 高校・一般女子（39 歳以下）
F 一般女子（40 歳以上）

5km

G 高校・一般男子（39 歳以下）
H 一般男子（40 ～ 49 歳）
I 一般男子（50 歳以上）
J 高校・一般女子

3km

K 中学生男子
L 中学生女子
M 小学生男子（５～６年生）
N 小学生男子（３～４年生）
O 小学生男子（１～２年生）
P 小学生女子（５～６年生）
Q 小学生女子（３～４年生）
R 小学生女子（１～２年生）
S 一般男女フリー（着順発表なし）

問町観光協会事務局　☎ 0178 � 4703

●日時　５月１日㊐・４日㊌　10 時～ 12 時
●場所　下田公園（小雨決行。雨が強いとき
　は白鳥の家で活動）
●講師　津曲隆信さん
●対象　町内の小中学生
●募集人数　それぞれ先着 20 人

●日時　５月４日㊌・５日㊍　10 時～ 12 時
●場所　いちょう公園（雨天時はいちょう公
　園体育館で活動）
●対象　町内の小中学生
●募集人数　それぞれ先着 20 人

●日時　５月５日㊍　10 時～ 11 時半
●場所　縄文の森イベント広場（下田公園）
●対象　小中学生（グループでの参加も可）
●募集人数　先着 15 組

　いずれも参加費は１人 500 円です。参加希
望者は４月１日㊎から 15 日㊎までに電話で
申し込んでください。

We love "Spring"

おいらせ町春まつり

29.April - 5.May

春のおいらせ自然探検隊

ブラックボックス作り

子どものど自慢

1

2

3



OIRASE     2011.4 22
Public Relations

OIRASE     2011.423
Public Relations

  O
ira

se 
Children's Support Center       Let's enjoy -Hobby-Event-Experience 

ac
tiv

ity
-e

tc
...

子育て支援
センターの
サークルに
おいでよ！

4April

Monthly Oirase Information おいらせ町役場☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　
東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744
地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255
いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

場  所 日  時 行事内容

三田
保育園
☎ 0178
56-2008

 15㊎、22㊎
　　    10:00～12:00 たんぽぽクラブ

21㊍   10:00～11:30 親子クラブ（こいのぼり製作）
26㊋   10:00～11:30 よちよちひろば（成長記録作り）
28㊍   10:00～12:00 ハンドメイドクラブ（シュシュ作り）

錦ヶ丘
保育園
☎ 0178
56-4051

 ６㊌   10:00～11:30 ピヨピヨサークル（仲良くなろう）
13㊌   10:00～11:30 園庭で遊びましょう

15㊎   10:00～11:30 ハートクラブ
19㊋   10:30～11:30 ひまわりの会（北部児童センター）
21㊍   10:00～11:30 給食体験
22㊎   10:00～11:30 ピヨピヨサークル（木ノ下児童館）
27㊌   10:00～11:30 公園で遊びましょう（下田公園）

菜の花
保育園
☎ 0176
53-8670

９㊏、23㊏
　　    10:00～11:30 保育体験

９㊏   14:00～15:30 わくわくサークル（マスコット作り）
15㊎   10:30～11:00 歌・手遊び、読み聞かせ（木ノ下児童館）
26㊋   10:30～11:00 歌・手遊び、読み聞かせ（北部児童センター）

あゆみ
保育園
☎ 0178
52-2206

19㊋   10:00～11:30 顔合わせ、こいのぼり製作
28㊍   10:00～ お花見会
毎週㊌ 10:30～12:00 ちょっとママ体験スクール（限定３組）
その他―ほっと！タイム（おもちゃ、絵本を持って家庭訪問します）

●
日
時　

４
月
13
日
㊌　

10
時

　

〜
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
日
時　

４
月
27
日
㊌　

10
時

　

〜
15
時

●
場
所　

東
公
民
館

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
以
下

「
警
報
機
」）
は
、
今
年
６
月
に

は
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
先
駆
け
て
、
八
戸
消
防

本
部
は
平
成
20
年
６
月
か
ら
設

置
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　

警
報
機
を
設
置
す
る
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
は
▼
火
災
を
早
く
発

見
で
き
る
▼
火
災
の
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
ら
れ
る
―
な

ど
で
す
。
未
設
置
の
人
は
、
早

め
に
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

八
戸
北
消
防
署
は
「
住
宅
用

火
災
警
報
器
設
置
相
談
室
」
を

設
け
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
相

談
を
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
設
置
場
所
、
種
類
や
販

売
店
な
ど
、
分
か
ら
な
い
こ
と

は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
縦
覧
制
度
は
、
土
地
や

家
屋
な
ど
の
固
定
資
産
評
価
額

を
周
辺
の
評
価
額
と
比
較
し
、

適
正
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

町
内
の
固
定
資
産
税
納
税
義

務
者
な
ら
、
所
有
す
る
固
定
資

産
以
外
も
縦
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
己
所
有
資
産
な
ら

ば
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
閲

覧
も
で
き
ま
す
。
料
金
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

　

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は

納
税
義
務
者
か
ら
の
委
任
状
、

借
地
人
や
借
家
人
の
場
合
は
賃

貸
借
契
約
書
が
必
要
で
す
。

●
縦
覧
・
閲
覧
す
る
も
の

①
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

　

簿
の
縦
覧

②
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
（
名

　

寄
帳
）
の
閲
覧

●
期
間　

４
月
１
日
㊎
〜
５
月

　

31
日
㊋
（
土
日
祝
日
除
く
）

　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

税
務
課

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

　

ま
た
は
本
人
確
認
が
で
き
る

　

免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど

　

新
規
学
卒
者
の
就
職
未
内
定

者
、
非
自
発
的
離
職
者
（
解
雇

な
ど
）
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
人
を
積
極
的
に
雇
用
す

る
事
業
所
に
対
し
、
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。

●
対
象　

次
の
項
目
を
満
た
す

　

町
内
事
業
所
が
対
象
で
す
。

　

▼
事
業
所
の
後
継
者
▼
６
カ

　

月
以
内
に
事
業
主
の
都
合
で

　

解
雇
―
な
ど
の
場
合
は
対
象

　

に
な
り
ま
せ
ん
。

①
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
次
の

　

町
民
を
常
用
労
働
者
と
し
て

　

新
た
に
雇
用
し
た
事
業
所

　
（
１
）
新
規
学
卒
者
（
23
年

　
　

３
月
以
降
に
高
校
を
卒
業

　
　

し
た
人
）

　
（
２
）
非
自
発
的
離
職
者

②
雇
用
保
険
を
適
用
し
て
い
る

　

事
業
所

③
町
税
を
完
納
し
て
い
る
事
業

　

所
●
１
人
あ
た
り
の
奨
励
金
額

　

新
規
学
卒
者
／
月
３
万
円

　

非
自
発
的
離
職
者
／
月
２
万

　

円
●
交
付
期
間　

雇
用
し
た
翌
月

　

か
ら
12
カ
月
以
内　

相
談
日

消
防

各
種
相
談
窓
口
を
開
設

ま
ず
は
悩
み
を
相
談
し
て

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

取
り
付
け
ま
し
ょ
う

積
極
的
雇
用
に
対
し

緊
急
雇
用
奨
励
金
を
交
付

23
年
度
固
定
資
産
価
格

な
ど
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

町
民
相
談

行
政
相
談

問
企
画
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
７
０
１

問
八
戸
北
消
防
署

　

☎ 

０
１
７
８
�
２
５
２
５

問
税
務
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
７
０
４

助
成
制
度

税
金

相談員◉中村廣美
☎ 0178 � 3848

相談員◉柏崎良子

問
商
工
観
光
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
７
０
３

法
テ
ラ
ス
青
森
で
も
相
談
を

無
料
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

☎
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
５
５
２

詳しい内容は各センターで発行している通信チラシをご覧ください。

　申請の届け出がないと、保健税が二
重払いになることがあります。忘れず
届け出しましょう。

●新規の人　親元を離れ町外に転出す
　る学生には、学生用保険証が申請に
　より交付されます。対象は学校教育
　法で定める学校に通学する人です。
●更新の人　現在交付されている学生
　用保険証は、今年３月 31 日で期限
　が切れます。該当者は更新申請して
　ください。
●卒業する人　学生用保険証返還の届
　け出が必要です。
●必要なもの　印鑑、国保保険証、在
　学証明書（学生証は不可）
●申請場所　環境保健課または町民課

問環境保健課　☎ 0178 � 4218

地デジ対応にしたら岩手県外放送
（めんこいテレビなど）が映らない

地デジ対応にしたのに青森県内放
送が映らない

　国の基本計画では、青森県内で
目標とする視聴数は５波（NHK ２
波、一般放送３波）です。町はこ
れらが視聴できるならば、特に対
応は考えていません。各世帯でア
ンテナの位置や高さなどを調整し
てください。

　地上デジタル放送へ、早めの移
行をお勧めします。

　青森県内放送５波のうち、１波
でも視聴できない場合は、デジサ
ポ青森に問い合わせてください。

●問い合わせ
　□デジサポ青森（総務省・テレ
　　ビ受信者支援センター）
　　☎ 017-771-1010
　□総務省・地デジチューナー支
　　援センター
　　○ NHK 放送受信料全額免除世
　　　帯に対する支援
　　　☎ 0570-0333840
　　○市町村民税非課税世帯への
　　　支援
　　　☎ 0570-023724

●よくある質問

◦

◦

◦

◦

アナログ放送終了は

7/24

報知器を設置すると「設置
済み」シールが配られます

学生用の
国保保険証

該当者は
申請・更新を

家庭ごみ
収集回数
減ります

　

十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合

は
、
家
庭
ご
み
の
収
集
回
数
を

減
ら
し
ま
す
。
震
災
に
よ
り
ガ

ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
を
確
保
す

る
こ
と
が
難
し
い
た
め
で
す
。

　

ご
み
は
回
収
日
ま
で
各
家
庭

で
保
管
す
る
か
、
直
接
ご
み
処

理
施
設
に
運
搬
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
に
は
不
自
由
を
掛
け

ま
す
が
、
協
力
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
期
間　

３
月
23
日
㊌
の

　

収
集
日
か
ら
燃
料
供
給
が
安

　

定
す
る
ま
で
の
期
間

●
収
集
ご
み
の
種
類
と
日
程

　

①
燃
え
る
ご
み

　
　

□
月
曜
・
木
曜
回
収
の
地

　
　
　

区
は
月
曜
日
だ
け
回
収

　
　

□
火
曜
・
金
曜
回
収
の
地

　
　
　

区
は
火
曜
日
だ
け
回
収

●
当
分
収
集
し
な
い
ご
み

　

②
燃
え
な
い
ご
み

　

③
資
源
ご
み

　

④
粗
大
ご
み

環境保健課　☎ 0178 � 4218
十和田地域広域事務組合
　　　　　　　 ☎ 0176 ㉘ 2654
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Monthly Oirase Information おいらせ町役場☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　
東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744
地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255
いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

月　日 会　場

夜間納税相談
［17:00-20:00］

５日㊋　
 本庁舎（税務課）

19 日㊋　

12 日㊋　
 分庁舎（分庁サービス課）

26 日㊋　

＊休日納税相談
［8:30-17:00］

３日㊐　  本庁舎（税務課）

４月の納税相談日　問税務課　☎ 0178-56-4704

納め忘れをしないためにも、手間のかからない口座振替が便利です

ふ
る
さ
と
学
習
塾

運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
制
度
の
案
内

問日本年金機構八戸年金事務所　☎ 0178 � 1742
　町民課　　　　　　　　　　　☎ 0178 � 2246

税金に関する相談はもちろん、
税金を納めることもできます。
気軽に問い合わせてください。

募
集
し
ま
す

※有料広告掲載欄です

有限会社 北浜葬儀センター
□霊柩車・病院からの遺体運搬・運賃含め、総費用 30 万円

□車代を含まなければ 20 万円から

お客様のご予算に合わせて葬儀料を決定。気軽にご相談ください。

日本一安い葬儀社

おいらせ町二川目四丁目 73-1468　　☎ 0178-53-2614

　

各
界
の
著
名
人
を
招
き
、
年

５
回
程
度
講
演
会
を
開
い
て
い

ま
す
。
運
営
委
員
と
し
て
、
生

涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
申
込
期
限　

４
月
28
日
㊍

●
応
募
資
格　

町
民
ま
た
は
町

　

内
に
務
め
、
本
事
業
に
関
心

　

の
あ
る
人

●
募
集
人
数　

10
人

●
主
な
内
容　

司
会
、
講
師
紹

　

介
、
接
待
、
受
け
付
け
な
ど

　
（
年
数
回
の
会
議
あ
り
）

●
委
嘱
期
間　

23
年
６
月
〜
12

　

月
末　

■
児
童
扶
養
手
当
■

　

離
婚
や
死
別
な
ど
に
よ
る
ひ

と
り
親
家
庭
、
父
や
母
が
重
度

の
障
害
状
態
の
場
合
、
児
童
を

監
護
す
る
親
や
養
育
者
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
年
金
給
付

を
受
け
て
い
た
り
す
る
と
、
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
23
年
度
の
手
当
月
額

　

①
児
童
一
人
の
場
合
／
全
部

　
　

支
給
４
１
，
５
５
０
円
、

　
　

一
部
支
給
４
１
，
５
４
０

　
　

円
〜
９
、８
１
０
円
（
所

　
　

得
額
に
応
じ
支
給
）

　

②
児
童
２
人
以
上
の
場
合
／

　
　

第
２
子
は
５
，
０
０
０
円

　
　

加
算
、
第
３
子
以
降
は
１

　
　

人
に
つ
き
３
，
０
０
０
円

　
　

加
算

　

＊
児
童
扶
養
手
当
は
、
児
童

　
　

が
障
害
基
礎
年
金
の
子
の

　
　

加
算
対
象
で
あ
る
場
合
は

　
　

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ

　
　

し
今
年
４
月
以
降
、
手
当

　
　

の
額
が
障
害
基
礎
年
金
の

　
　

子
の
加
算
額
を
上
回
る
場

　
　

合
、
年
金
の
子
の
加
算
対

　
　

象
と
し
な
い
こ
と
で
手
当

　
　

受
給
が
可
能
で
す
。
手
続

　
　

き
が
必
要
で
す
の
で
、
問

　
　

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
■

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の

　

あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監

　

護
す
る
親
、
養
育
者
に
支
給

　

さ
れ
ま
す
。

●
23
年
度
手
当
月
額

　

①
障
害
程
度
１
級

　
　

５
０
，
５
５
０
円

　

②
障
害
程
度
２
級

　
　

３
３
，
６
７
０
円

　

い
ず
れ
の
手
当
も
受
給
条
件

が
あ
り
ま
す
。
申
請
の
際
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
２
７
６

問
町
民
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
２
２
４
６

「障害年金加算改善法」が始まるよ

国民年金

監修／ Shinya.N　絵／ Ryo.O

子
育
て

　町は下水道施設整備が当面実
施されない地域で、浄化槽を設
置する人に対し、補助金を交付
しています。気軽に問い合わせ
てください。

●補助金の交付額
　①５人槽の場合
　　28 万円以内。補助予定数は
　　15 基分
　②６～７人槽の場合
　　32 万 8 千円以内。補助予定
　　数は 16 基分

●補助金交付の条件
　①公共下水道事業認可区域外
　　にあること
　② 23 年度中に一般住宅に浄化
　　槽を設置する人
　③単独浄化槽から合併浄化槽
　　に切り替える人
　④町税などを滞納していない
　　人

●申請方法　工事着工前に町指
　定の申請書類を提出してくだ
　さい。受付期間は 10 月 31 日
　までです。補助金の額に限り
　があります。早めの申し込み
　をお勧めします。

地域整備課   ☎ 0178 � 4819

浄化槽の
設置経費を
補助します

Toilet Support

この法律で、４月から障害基礎年金の「子の
加算」が変わるよ。

　「子」とは 18 歳になった年度末の子どもの
こと。障害のある子は 20 歳までだよ。届け
出するには条件があるよ。詳しいことは気軽
に問い合わせてみてね。

1これまで「子の加算」の対象にならな
かった子どもも、届け出すれば加算し

てもらえるようになるよ。

2届け出すれば、障害基礎年金の「子の
加算」か「児童扶養手当」か、どちら

か高いほうを選ぶことができるよ。

受給前に生まれた子

これまで

受給後に生まれた子

これから

加算

加算

加算
今年４月から

障害年金の「子の
加算」に該当すれ
ば、児童扶養手当
をもらえない

「子の加算」か「児
童扶養手当」どち
らか高いほうを選
ぶことができる

▶

　

町
内
の
住
宅
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
に
対

し
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
地
球
温
暖
化
の
原
因
「
二

酸
化
炭
素
」
を
排
出
し
な
い
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
促
進

す
る
た
め
の
助
成
で
す
。
興
味

の
あ
る
人
は
気
軽
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間　

４
月
１
日
㊍
〜

　

24
年
２
月
29
日
㊌
必
着

＊
実
績
報
告
書
の
提
出
期
限
は

　

24
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

●
内
容　

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル

　

の
公
称
最
大
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ

　

ト
あ
た
り
、
４
万
円
を
助
成

　

し
ま
す
。
上
限
は
４
キ
ロ
ワ
ッ

　

ト
、
16
万
円
ま
で
で
す
。

●
対
象　

次
の
項
目
を
満
た
す

　

町
民
へ助
成
し
ま
す
。

　

①
町
内
の
住
宅
に
太
陽
光
発

　
　

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人

　
　

ま
た
は
本
シ
ス
テ
ム
付
き
の

　
　

住
宅
を
購
入
す
る
人

　

②
期
限
ま
で
に
実
績
報
告
書

　
　

を
提
出
し
、
設
置
後
は
消

　
　

費
電
力
量
な
ど
の
報
告
に

　
　

協
力
で
き
る
人

●
採
択
件
数　

先
着
20
人
程
度

　

の
予
定
で
す
。
予
算
の
範
囲

　

を
超
え
る
場
合
、
対
応
で
き

　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
早

　

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　

申
請
書
に
必
要

　

書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。
書
類
は
企
画
課

　

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入

　

手
可
。

●
申
請
書
提
出
方
法　

企
画
課

　

へ
持
参
す
る
か
、
郵
送
で
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い

　

内
容
は
要
項
を
確
認
し
て
く

　

だ
さ
い
。

●
注
意
事
項　

町
は
太
陽
光
発

　

電
シ
ス
テ
ム
や
省
エ
ネ
機
器
な

　

ど
の
設
置
に
つ
い
て
、
業
者

　

訪
問
な
ど
を
依
頼
す
る
こ
と

　

は
し
ま
せ
ん
。
注
意
し
て
く

　

だ
さ
い
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
開
始

問
企
画
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
７
０
１

届
け
出
し
て
ね
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日・曜 行事名 時　間 場　所 備　　考
1 金 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
2 土
3 日
4 月
5 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の血圧測定
6 水
7 木 転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導

8 金
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
ポリオ予防接種 13:30-14:00 い き い き 館

9 土
10 日
11 月
12 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の血圧測定
13 水
14 木 転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導
15 金 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
16 土 愛の献血 10:00-16:00 イ オ ン モ ー ル
17 日
18 月
19 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の血圧測定
20 水
21 木 転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導
22 金 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
23 土
24 日
25 月
26 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の血圧測定
27 水

28 木
転倒予防自主トレーニング 9:30-12:00 の び の び 館
転倒予防教室 10:30-12:00 老人福祉センター 理学療法士の運動指導

29 金
30 土

 おいらせ 健康カレンダー 2011.April

編

集

後

記

▼
２
０
１
１
年
３
月
11
日
14
時
46

分
頃
―
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
で
、
本
町
は
震
度
５
強
の
強
烈

な
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
お

よ
そ
２
時
間
後
に
襲
来
し
た
大
津

波
は
、
町
の
沿
岸
部
を
一
瞬
に
し

て
崩
壊
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
光
景

を
見
る
た
び
に
、
心
が
締
め
付
け

ら
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
一
日
も
早
い
復
興
を
、
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
▼
こ
の
地
震
は

揺
れ
や
地
震
だ
け
で
な
く
、
原
発

事
故
な
ど
大
き
な
二
次
災
害
を
引

き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
「
国

難
」
を
乗
り
越
え
よ
う
と
、
日
本

全
国
の
人
々
が
必
死
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
▼
こ
れ
ま
で
日
本
は
い
く

つ
も
の
国
難
を
乗
り
越
え
、
力
強

く
幸
せ
な
国
を
つ
く
っ
て
き
ま
し

た
。
幕
末
期
の
動
乱
か
ら
明
治
維

新
へ、
敗
戦
か
ら
高
度
経
済
成
長

へ
と
。
勤
勉
で
秩
序
正
し
く
振
る

舞
え
る
日
本
人
は
、
絶
対
に
こ
の

大
災
害
を
乗
り
越
え
、
幸
せ
な
国

を
再
興
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
企
画
課　

広
報
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　

松
林　

拓
大

✿

◉
２月に届け出し、掲載希
望した人を載せています。
婚姻で掲載を希望した人
はありませんでした。

Life Information

８
人

✿
西
野
舞ま

い

（
克
則
・
郁
子
）　
　
　  

七
軒
町

✿
佐
々
木
あ
お
い
（
洋
・
裕
美
）  

　
根
　
岸

✿
本
井
彩い

ろ

芭は

（
規
夫
・
優
子
）　
　  

三
　
田

✿
三
浦
梓あ

ず
さ（
真
人
・
里
美
）　  

　
　
間
　
木

✿
三
村
楓か

え
で（
祐
太
・
純
子
）　
　
　  

明
神
下

✿
北
向
心こ

こ

花な

（
淳
司
・
修
子
）　
　  

木
　
崎

✿
袴
田
智と

も

太た

郎ろ
う

（
健
・
智
陽
）　
　  

間
　
木

✿
袴
田
陽よ

う

太た

郎ろ
う

（
　
〃
　
）　
　
　  

　
〃

18
人

◉
川
﨑
み
よ
　
　
　
　
74
歳
　
　
川
　
口

◉
田
中
辰
美
　
　
　
　
94
歳
　
　
本
　
村

◉
北
向
敬
夫
　
　
　
　
80
歳
　
　
上
新
町

◉
木
村
美
保
　
　
　
　
71
歳
　
　
一
川
目

◉
吉
田
克
彦
　
　
　
　
48
歳
　
　
一
川
目

◉
川
口
政
太
郎
　
　
　
83
歳
　
　
堀
切
川

◉
山
﨑
松
太
郎
　
　
　
83
歳
　
　
洗
　
平

◉
巴
キ
ヨ
　
　
　
　
　
85
歳
　
　
大
工
町

◉
一
ノ
渡
ヒ
サ
　
　
　
90
歳
　
　
一
川
目

◉
馬
場
政
吉
　
　
　
　
93
歳
　
　
秋
　
堂

◉
橋
本
武
雄
　
　
　
　
89
歳
　
　
堀
切
川

◉
櫻
井
福
次
郎
　
　
　
85
歳
　
　
若
　
葉

◉
小
向
松
五
郎
　
　
　
83
歳
　
　
八
幡
町

◉
瀬
川
華
　
　
　
　
　
86
歳
　
　
向
　
山

◉
濤
岡
八
一
　
　
　
　
80
歳
　
　
二
川
目

◉
蛯
名
キ
ヌ
　
　
　
　
84
歳
　
　
木
内
々

◉
竹
中
ナ
ツ
　
　
　
　
91
歳
　
　
二
川
目

◉
𠮷
田
敏
雄
　
　
　
　
63
歳
　
　
一
川
目

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

※有料広告掲載欄です

戸
の

籍
窓

　家庭から出される生ごみは、ごみ全体のお
よそ４割を占めています。町は家庭用生ごみ
処理機を購入した人に対し、補助金を交付し
ています。
　補助金額は購入費の３分の２以内、上限は
３万円までです。助成台数は 20 台までです。
詳しい内容は気軽に問い合わせてください。

問環境保健課　☎ 0178 � 4218

家庭用生ごみ処理機購入費補助を実施します Support Information

もしも５万円の生ごみ処理機を買うならば

もしも 9,000 円のコンポストを買うならば

３万円を上限に補助金を交付します。２万円の負
担で生ごみ処理機を購入できます。

購入費の３分の２、6,000 円の補助金を交付しま
す。3,000 円の負担でコンポストを購入できます。

Very lovely baby

＊震災の影響で予定が変更する場合があります。変更があれば、町ホームページ、防災行政無線などでお知らせします。
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おいらせ広 報

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌

M essage
OIRASE

F R O M  T O P

がんばろう
おいらせ。
がんばろう
ニッポン。

今こそおいらせ町民の団結を

　

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
は
、
私
た
ち
の
町
に
も
甚
大
な

被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

幸
い
、
本
町
か
ら
犠
牲
者
が
出
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
住
む

家
や
財
産
を
失
っ
た
多
く
の
人
が
い
ま
す
。

今
も
避
難
所
で
不
自
由
な
生
活
を
続
け
る

被
災
者
が
い
ま
す
。
燃
料
や
生
活
用
品
が

思
う
よ
う
に
手
に
入
ら
な
い
状
態
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、
お
い
ら
せ
町

民
が
団
結
し
、支
え
合
い
な
が
ら
こ
の
「
国

難
」
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
お

い
ら
せ
の
力
を
結
集
し
、
復
興
を
目
指
し

共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
い
ら
せ
町
長

― Massage ―


